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霜害等の
天候の影
響による
生葉生産
量の減少
や品質低
下等により
目標達成
ができな
かった。今
後は、防
霜ファン
設置の推
進等によ
り、出荷量
の増大や
品質向上
に努めると
ともに、人
員配置な
ど施設の
運営改善
によるコス
ト低減が
図れるよう
に関係機
関と連携
しながら指
導を行っ
ていく必
要がある。

完了年月
日

62,337千
円

104,500千円 -60.8%

・製茶販
売額が
20.4％低
下
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（対象
作物）
②

（円）成果目標
の具体的
な実績②

事業内容

目標値（平成
25年）

402,335,850

農産物処
理加工施
設（茶） 0

47,207千
円

191,588,000
・生産コス
トが5.5％
増加

219.48

75,033千円

◎荒茶及び製茶の
販売については、
均一な荒茶加工製
品の生産ができ、
また、新商品の開
発やネットショップ
等販路拡大に取り
組んだが、霜等の
影響による生葉の
生産量や品質が低
下し、成果目標①
を達成することはで
きなかった
◎生産コストにつ
いては、三番茶を
秋冬番茶への切り
替えにより、労務費
を削減できたが、
成果目標②を達成
することはできな
かった。
◎茶の営農指導員
がいなかったた
め、品質の均一化
が困難であった
が、25年度から茶
の営農指導員をＪＡ
で1名雇用し、現地
指導にあたってい
る。指導の成果は
まだ出ていない
が、きめ細かい生
産指導により品質
の向上及び均一化
を図り、販売金額
の向上を目指す。
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事業実施主体の評
価

平成23年
7月11日

都道府
県費

負担区分（円）

0 210,747,850

市町
村費

-11.4%

事業実施後の状況①

計画時
（平成21
年）

1年後
（平成23
年）

178.11

80,125千
円

2年後
（平成24
年）

3年後
（平成25
年）

50,800千
円

49,932千
円

荒茶
1kg当
たり生
産コス
トを直
近の

２％以
上低減

211.19 230.69 222.74

成果目
標の具
体的な
内容②

成果目標
の具体的な
実績①

達成率

事業実施後の状況②

計画時
（平成
21年）

1年後
（平成
23年）

2年後
（平成
24年）

3年後
（平成
25年）

達成率

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市
町
村

  （工種、
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造、規
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宇
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山
口
宇
部
農
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協
同
組
合

成果目
標の具
体的な
内容①

50,055千
円

都道府県平均達成率 -35.7% 総合所見
目標が達成しておらず、引き続き改善措置の指導を行う必要がある。
お茶の処理加工施設については、霜害等の天候の影響による生葉生産量の減少や品質低下等により目標が達成できなかった。
今後は、出荷量の増大や品質向上対策に努めるとともに、施設の運営改善等によるコスト低減が図れるように関係機関と連携しながら指導を行っていく。

78,281千
円

82,849千
円

茶 -34.9%

・荒茶販
売額が
5.7％低下

茶


